
1 

ふくてっくのつどい

ものづくり活動    令和 4 年度上期事業報告 (R4/7/1～R4/12/31)

Ａ：事業活動 （有償無償に関わらず、外部に対しての事業活動）

Ｎｏ

事業名 
日付 

期間 

事業目的・内容等 
相手先・依頼主 

場所 成果 

1 

幼稚園木工教室 

11/1 

子ども達に木に触れ合う機会を作り、工作を通じて工具体験することが

目的の活動。（計 10 名参加） 羽曳野市立高鷲南幼稚園

上記幼稚園（羽曳野市） コロナ以前の活動に近い形で、ふくてっくの参加制限もなく活動するこ

とができた。今年は自由木工ではなく企画作品に取組むが幼稚園の協力

も大きく、園児を年齢別に工具体験と木工製作を楽しむ。 

2 

Ｂ：部会活動 （会員の研修会や勉強会、他機関との会合等）

Ｎｏ

活動名
日付

期間

活動目的・内容等
参加人数

場所 成果

1 

2 

ものづくり活動  令和 4 年度上期収益費用報告 (R4/7/1～R4/12/31) 
事業・部会

Ｎｏ
事業名 収益 費用 差益

A-1 幼稚園親子木工教室 20,000 20,000 0 

合計 20,000 20,000 0 

たいけん活動    令和 4 年度上期活動報告 (R4/7/1～R4/12/31) 

Ｂ：部会活動 （会員の研修会や勉強会、他機関との会合等）

Ｎｏ

活動名
日付

期間

活動目的・内容等
参加人数

場所 成果

1 



2 

ふくてっくのつどい

ものづくり活動   令和 4 年度下期事業計画 (R5/1/1～R5/6/31)

Ａ：事業活動 （有償無償に関わらず、外部に対しての事業活動）

Ｎｏ

事業名
日付

期間

事業目的・内容等
相手先・依頼主

場所 期待する成果

1 

工具＆木工製作研修

1/11 

各園で「何がしたいか？」のアンケートで一番関心のあった木工につい

て幼稚園の先生方を対象に木工の心得を伝授する。生駒市幼稚園教育研究会

壱分幼稚園 子どもたちに工作の機会を与えるための先生たちの体験として。

2 

共生・共走ﾘﾚｰﾏﾗｿﾝ

5/28 予定

障がい児に工作を体験してもらう。自由木工。

マツサク

花博鶴見緑地公園 例年同様、年度最後のふくてっくものづくり祭り。 

Ｂ：部会活動 （会員の研修会や勉強会、他機関との会合等）

Ｎｏ

活動名
日付

期間

活動目的・内容等
参加人数

場所 期待する成果

1 

自然木材料調達

4 月 

木工活動の材料調達

5 名参加予定
丸太輪切りや枝の収集など自然の恩恵を授かる。

岡さん能勢別荘

2

ものづくり活動   令和 4 年度下期収支計画 (R5/1/1～R5/6/31) 
事業・部会

Ｎｏ
事業名 収益 費用 差益

A-1 工具＆木工製作研修 20,000 27,000 △7,000

A-2 共生・共走ﾘﾚｰﾏﾗｿﾝ 9,000 20,000 △11,000

合計 29,000 47,000  △18,000

たいけん活動    令和 4 年度下期活動計画 (R5/1/1～R5/6/31) 

Ｂ：部会活動 （会員の研修会や勉強会、他機関との会合等）

Ｎｏ

活動名
日付

期間

活動目的・内容等
参加人数

場所 期待する成果

１

屋外食事会＆交流会

3 月 

会員間交流

20 名参加予定
ふくてっくの慰労企画。 

鶴見バーベキュー場（仮）



２０２３年２月４日 理事会報告 

【りのべる部会】 

■２０２２年度上半期 実績 

・東大阪市重度身体障害者住宅改造費助成制度適正検証事業  

  （2022/4/1～12/31）認定審査７件・完了検査６件・事前相談会３回 

・寝屋川市介護保険住宅改修支援事業 

   9/6 ハイブリット研修実施 

・大阪市住まいの情報センター/タイアップ事業 

   12/11 ワークショップ「かるた遊びから学ぶ、家庭でできる防災防犯教育」実施 

・住宅改善サポート 

    ２件（Ｈ邸・Ｙ邸） 

■２０２２年度下半期 予定 

・東大阪市重度身体障害者住宅改造費助成制度適正検証事業  

・大阪市住まいの情報センター 

  タイアップ事業/ワークショップ「かるた遊びから学ぶ、家庭でできる防災防犯教育」 

  出前講座/「たかが手すり・されど手すり」「介護保険の住宅改修」「（仮）かるた遊びで防災教育」 

・住宅改善サポート 

・バリアフリー、ワンポイントアドバイス（ＨＰ掲載/４月～） 



こむねっと部会 第三者評価 2022-2023年度上半期の実績 2023.3.4

№ 件名 事業種別 評価決定⽇ 契約⾦額（税込）

1 舞鶴学園 児童養護施設 2022.6.17 397,000

2 楽慈会（R4年度分） ⾼齢福祉 1,169,300

3 ⼤阪⽼⼈ホーム 特別養護⽼⼈ホーム 2022.7.5 352,000

4 ⼤阪⽼⼈ホームうえだ 特別養護⽼⼈ホーム 2022.7.22 440,000

5 神⼾少年の町 児童養護施設 2023.2.2 347,180

6 神⼾少年の町乳児院 乳児院 2023.2.2 314,180

7 同朋学園 児童養護施設 2023.2.3 330,000

8 かがやき 特別養護⽼⼈ホーム 2023.2.27予定 500,000

9 きりん保育園 0-2才児保育所 2023.2.28予定 286,000

10 岸和⽥学園 児童養護施設 2023.3.2予定 344,850

11 あんだんて 児童養護施設 2023.3.7予定 344,850

12 あおぞら 児童養護施設 2023.3.9予定 376,200

13 しんが保育園 認可保育園 2023.3. ？ 286,000

14 粉浜学園 認可保育園 2023.3. ？ 412,500

15 あすなろっこ 0-2才児保育所 2023.3. ？ 286,000

16 ゆずり葉こども園 こども園 2023. ？ 527,000

計 6,713,060

2021-2022年度実績 6,838,380

2022-2023年度事業計画 6,308,360



こむねっと部会 第三者評価 2022-2023年度下半期以降の展望

2023.2.3

受審相談があった法⼈ みやびの 保育所
テノコーポレーション 保育所
博光福祉会 保育所
史明会 特養・障害通所
その他、数法⼈

2023/4〜6 保育所1〜2件？

2023/7〜
確定分 リアン東さくら 11⽉訪問 令和3年受審

助松寮 11⽉訪問 令和2年受審
和泉幼児院 児童養護 令和1年受審
ゆずり葉こども園2回法 時期未定

予定？ ⾼津学園 児童養護 令和1年受審
信太学園 児童養護 令和1年受審
天王⾕学園 児童養護 令和1年受審
武⽥塾 児童養護 令和2年受審
南さくら園 ⺟⼦⽣活⽀援 令和2年受審
和泉乳児院 乳児院 令和2年受審
弘済のぞみ園 児童⼼理治療 令和2年受審
弘済みらい園 児童養護 令和2年受審
阿武⼭学園 児童⾃⽴⽀援 令和2年受審
ハートフル⼤東 障害通所
すみれの⾥ 障害通所 平成30年受審

その他 ⾵の杜 障害通所 平成30年受審
美吉野園 ⾼齢・障害 平成30年受審
⼀時保護所

開拓したい領域
救護施設
婦⼈保護施設
⾃⽴⽀援ホーム

第三者評価の周辺事業
第三者評価受審⽀援
評価機関連携事業 協同受注

協同研修
評価基準の⾒直しワーキンググループへの参加



□ 中⻑期計画は実現可能な計画ですか yes
□ 収⽀計画の裏付けはありますか yes
□ 単なる⾏事計画になっていませんか yes
□ 評価が可能な⽬標設定ができていますか yes

5か年計画 評価件数 事業規模

現況
15〜20
件/年

700万弱
第1期 ↓ 新たな評価メンバーの確保・育成

↓ 評価の標準的実施⽅法の明⽂化 ↓

↓ 新たな評価分野の開拓（救護施設、婦⼈保護施設ほか） ↓

2023〜2027 ↓ サービス分野別の専⾨性向上・専⾨⼈材連携 ↓

↓ 主任サーベイヤーの複数配置 25件/年 900万

↓ 統括主任の配置 ↓ 納税事業者

↓ 外部連携・社会貢献の組織的取組体制を構築 ↓

↓ 標準的実施⽅法の評価・⾒直し⇒外部発信⇒協同者確保 ↓

↓ 組織として⼤阪の第三者評価リーディングカンパニーに

30件/年 1200万

第2期 ↓ 数名の主任サーベイヤーを核とする体制の確⽴

↓ さらなる⼈員補強   評価機関M＆Aも検討 ↓

2028〜2032 ↓ 専業スタッフの配置 35件/年 1500万

↓ 第三者評価の社会的認知度⾼揚⇒受審費⽤の上⽅改訂 ↓

↓ 第三者評価のコミュニティビジネスモデルを構築

40件/年 2000万

第3期 ↓ 評価機関運営は完全に次世代に移⾏

↓ 中北は⼀評価者としてあと数年、元気なうちはお⼿伝い

2033〜2037 ↓

↓

60件/年 3500万

第4期

2038〜2042

創⽴50年

あとは野となれ、⼭となれ・・・

創⽴35年 （⽬標）全ての評価に中北が参加する体制からの脱⽪

こむねっと第三者評価事業 中・⻑・超期計画

ふくてっく こむねっと第三者評価

創⽴30年

⼤阪を代表する評価機関の位置づけを確⽴するも
現体制ではこれ以上の受審対応・発展は困難な状況
中・⻑期の事業継承計画は不透明
保育所を中⼼として評価件数が増加する気運
制度改正が進む

2023.2.4

創⽴40年 （⽬標）専従職員を配置する事務局を確⽴

創⽴45年 （⽬標）⼤阪を拠点に活動エリアの拡張


